
平
成
２５
年
４
月
保
育
所（
園
）・

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

新
規
入
所
申
込
受
付

ひ
と
り
親
家
庭
児
童
就
学
支
度
金

支
給
制
度
の
ご
案
内

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
議

会
委
員
を
募
集
し
ま
す

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

市
民
意
識
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

保
育
所
（
園
）・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

新
規
入
所
申
し
込
み
の
受
付
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。
詳
細
は
、
広
報
１０
月
号
に

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

受
付
期
間
▼
１１
月
２６
日
�
〜
１２
月
２
日

�
受
付
時
間
▼
（
平
日
）
午
前
８
時
３０
分

〜
午
後
７
時
、（
土
・
日
）
午
前
９
時
〜
１１

時
３０
分

受
付
場
所
▼
保
育
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー

内
）

※
注
意
事
項

�
入
所
案
内
・
手
続
き
に
必
要
な
書
類
は
、

保
育
課
、
市
内
埼
玉
県
認
可
保
育
所（
園
）、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
駅
前
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
、
日
出
谷
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
で
配
布
し
て
い
ま
す
（
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
）。
就
労
証
明
書
な
ど
、
勤
務
先

で
記
入
し
て
い
た
だ
く
も
の
が
あ
り
ま
す

の
で
、
申
込
書
類
は
余
裕
を
も
っ
て
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

�
入
所
は
申
し
込
み
順
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�
書
類
不
備
の
場
合
は
受
け
付
け
で
き
ま

せ
ん
。

�
手
続
き
に
必
要
な
書
類
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
	
保
育
課

県
で
は
、
市
（
区
）
町
村
民
税
非
課
税

世
帯
の
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
が
中
学
校

へ
入
学
す
る
際
に
、
お
子
さ
ん
の
入
学
準

備
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
助
成
し
て
い

ま
す
。

対
象
▼
母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家
庭
の

父
ま
た
は
、
父
母
の
な
い
児
童
を
養
育
し

て
い
る
人
で
、
平
成
２５
年
４
月
に
中
学
校

に
入
学
予
定
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
市

（
区
）
町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
（
た

だ
し
、
生
活
保
護
受
給
世
帯
を
除
く
）。

支
給
額
▼
１
万
円
（
中
学
校
入
学
予
定

児
童
数
１
人
に
つ
き
）

受
付
期
限
▼
１２
月
２８
日


ま
で

※
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
支
給
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

受
付
場
所
▼
こ
ど
も
支
援
課

持
参
す
る
も
の
▼
金
融
機
関
の
口
座
を

証
明
で
き
る
も
の
（
通
帳
な
ど
）

※
平
成
２４
年
１
月
２
日
以
降
桶
川
市
に
転

入
さ
れ
た
人
は
、
１
月
１
日
現
在
に
住
所

が
あ
っ
た
市（
区
）町
村
発
行
の「
市（
区
）

町
村
民
税
非
課
税
証
明
書
」
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

詳
し
く
は
	
こ
ど
も
支
援
課

市
で
は
、
平
成
９
年
１
月
１
日
か
ら
、

情
報
公
開
制
度
と
個
人
情
報
保
護
制
度
を

導
入
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
こ
の
制
度

の
円
滑
な
運
用
を
図
る
た
め
に
審
議
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

審
議
会
は
、
諮
問
に
基
づ
き
次
の
事
項

な
ど
を
審
議
し
、
答
申
し
ま
す
。

な
お
、
任
期
は
平
成
２５
年
１
月
１
日
か

ら
平
成
２６
年
１２
月
３１
日
ま
で
の
２
年
間
で

す
。

【
審
議
会
の
主
な
審
議
事
項
】

�
情
報
公
開
制
度
お
よ
び
個
人
情
報
保
護

制
度
の
あ
り
方
に
つ
い
て

�
思
想
、
信
条
な
ど
の
個
人
情
報
の
収
集

な
ど
の
承
認
に
つ
い
て

�
個
人
情
報
を
本
人
か
ら
直
接
収
集
し
な

い
と
き
の
承
認
に
つ
い
て

�
個
人
情
報
を
目
的
外
利
用
し
た
り
、
外

部
提
供
し
た
り
す
る
こ
と
の
承
認
に
つ
い

て�
個
人
情
報
を
実
施
機
関
以
外
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
と
結
合
す
る
こ
と
の
承
認
に
つ

い
て対

象
▼
市
内
在
住
で
、
２０
歳
以
上
７３
歳

以
下
の
男
女
各
１
人
※
平
成
２５
年
１
月
１

日
現
在

申
込
方
法
▼
応
募
用
紙
に
応
募
理
由
な

ど
を
記
載
し
、
１１
月
１６
日


ま
で
（
消
印

有
効
）
に
直
接
ま
た
は
郵
送
（
〒
３６３
�

８５０１
泉
１
�
３
�
２８
）
で
、
情
報
推
進
課
へ

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
応
募
用
紙
は
、
情
報
推
進
課
に

あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
	
情
報
推
進
課

市
で
は
、
男
女
が
共
に
対
等
な
社
会
の

構
成
員
と
し
て
、
互
い
に
協
力
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
男
女

共
同
参
画
社
会
実
現
を
目
指
し
、
様
々
な

取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
次
期
計
画
の
見
直
し
や

施
策
の
検
討
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
識
や
現
状
を
把
握
し

よ
り
総
合
的
に
取
り
組
も
う
と
す
る
も
の

で
す
。

調
査
期
間
▼
１１
月
中

調
査
対
象
▼
市
内
在
住
１８
歳
以
上
の
男

女
１,

０
０
０
人（
無
作
為
抽
出
に
よ
る
）

調
査
内
容
▼
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

こ
と詳

し
く
は
	
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
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市 長 の 想 い市 長 の 想 い
学
校
給
食
運
営
委
員
会
の

公
開
の
お
知
ら
せ

桶
川
市
教
育
委
員
会

第
１１
回
定
例
会

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
配
分
事
業

生
活
援
護
金
を
支
給
し
ま
す

皆
様
の
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

児
童
扶
養
手
当
制
度
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手当の額

月額
（一部支給、所得により
それぞれ違います）

４１，４２０円から９，７８０円まで

５，０００円を加算

２人の場合の月額に、１人につき３，０００円を加算

※ただし、所得制限があり、申請する人やその配偶者、および
同居などの生計を同じくしている扶養義務者（申請者の直系
親族、兄弟姉妹）の所得によって支給停止となる場合があり
ます。

月額
（全額支給）

４１，４３０円

子どもの
人数

１人

２人

３人以上

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

遺
児
手
当
制
度

第
２
回
学
校
給
食
運
営
委
員
会
の
会
議

を
開
催
し
ま
す
。

と
き
▼
１１
月
２９
日
�
午
後
３
時

と
こ
ろ
▼
東
公
民
館
研
修
室

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を

制
限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
�
学
校
支
援
課
（
桶
川
市
学

校
給
食
運
営
委
員
会
事
務
局
）

と
き
▼
１１
月
２０
日
�
午
後
２
時

と
こ
ろ
▼
地
域
福
祉
活
動
セ
ン
タ
ー
講

習
室教

育
委
員
会
定
例
会
の
傍
聴
を
希
望
さ

れ
る
人
は
、
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

会
場
の
都
合
で
人
数
を
制
限
す
る
場
合
は
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
次
回
の
教
育

委
員
会
は
、
１２
月
２５
日
�
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

詳
し
く
は
�
教
育
総
務
課

埼
玉
県
共
同
募
金
会
が
中
心
と
な
り
、

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
活
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
こ
の
配

分
金
を
受
け
て
生
活
援
護
金
を
支
給
し
ま

す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
人
は
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

対
象
▼
平
成
２４
年
度
市
民
税
が
非
課
税

の
世
帯

申
込
み
▼
「
歳
末
た
す
け
あ
い
援
護
金

申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

担
当
の
民
生
委
員
ま
た
は
社
会
福
祉
協
議

会
に
提
出
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
民
生
委

員
、
社
会
福
祉
協
議
会
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
※
社
会
福
祉
協
議
会
へ
直
接
提
出
す

る
場
合
は
、
市
県
民
税
非
課
税
証
明
書
の

添
付
が
必
要
で
す
。

申
込
期
限
▼
１１
月
２２
日
�

詳
し
く
は
�
桶
川
市
社
会
福
祉
協
議
会

�
７２８
�
２
２
２
１

次
の
方
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

三
国
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
株
式
会

社

様
水
２
リ
ッ
ト
ル
入
り
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

２００
ケ
ー
ス
（
１,
２
０
０
本
）

詳
し
く
は
�
契
約
管
財
課

父
母
の
離
婚
や
死
亡
な
ど
に
よ
っ
て
父

ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い

子
ど
も
や
、
父
ま
た
は
母
に
一
定
の
障
害

の
あ
る
子
ど
も
を
扶
養
さ
れ
て
い
る
人
、

父
ま
た
は
母
に
か
わ
っ
て
そ
の
子
ど
も
を

養
育
し
て
い
る
人
に
、
手
当
を
支
給
す
る

制
度
で
す
。

◆
助
成
を
受
け
ら
れ
る
期
間
は

申
請
し
た
翌
月
分
か
ら
子
ど
も
が
満
１８

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
３１
日

ま
で
（
た
だ
し
、
一
定
の
障
害
の
あ
る
児

童
は
満
２０
歳
未
満
）

◎
支
給
の
要
件

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
子
ど
も
を

養
育
す
る
父
ま
た
は
母
若
し
く
は
養
育
者

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

�
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
子
ど
も

�
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
子
ど
も

�
父
ま
た
は
母
に
一
定
の
障
害
が
あ
る
子

ど
も

�
父
ま
た
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ
保

護
命
令
を
受
け
た
子
ど
も
な
ど

※
８
月
か
ら
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
要
件

に
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
で
「
裁

判
所
か
ら
の
保
護
命
令
」
が
出
さ
れ
た
場

合
が
加
わ
り
ま
し
た
。

な
お
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
受
給
で

き
ま
せ
ん
。

�
申
請
す
る
人
が
公
的
年
金
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
と
き

�
子
ど
も
が
父
ま
た
は
母
の
死
亡
に
つ
い

て
支
給
さ
れ
る
公
的
年
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
と
き
や
父
ま
た
は
母
に
支
給
さ

れ
る
公
的
年
金
の
額
の
加
算
の
対
象
と
な

っ
て
い
る
と
き

�
子
ど
も
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
（
母
子

生
活
支
援
施
設
な
ど
を
除
く
）
に
入
所
し

て
い
る
と
き
な
ど

詳
し
く
は
�
こ
ど
も
支
援
課

精
神
ま
た
は
身
体
に
一
定
の
障
害
が
あ

る
子
ど
も
を
家
庭
で
育
て
て
い
る
人
に
、

手
当
を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

◎
支
給
の
要
件

精
神
ま
た
は
身
体
に
一

定
の
障
害
が
あ
る
２０
歳
未

満
の
子
ど
も
を
家
庭
で
育

て
て
い
る
人
で
す
。（
障

害
の
あ
る
子
ど
も
と
は
、

精
神
の
障
害
の
場
合
は
１

人
で
は
ま
っ
た
く
日
常
生

活
が
で
き
な
い
か
、
著
し

く
制
限
さ
れ
る
程
度
。
身

体
の
場
合
は
、
お
お
む
ね
身
体
障
害
者
手

帳
１
、
２
級
ま
た
は
３
級
程
度
）

な
お
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
受
給
で

き
ま
せ
ん
。

�
子
ど
も
が
障
害
に
よ
る
公
的
年
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き

�
子
ど
も
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所

し
て
い
る
と
き
な
ど

※
た
だ
し
、
所
得
制
限
が
あ
り
、
申
請
す

る
人
や
そ
の
配
偶
者
お
よ
び
同
居
な
ど
生

計
を
同
じ
く
し
て
い
る
扶
養
義
務
者
（
申

請
者
の
直
系
親
族
、
兄
弟
姉
妹
）
の
所
得

に
よ
っ
て
支
給
停
止
と
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

詳
し
く
は
�
こ
ど
も
支
援
課

市
で
は
、
父
も
し
く
は
母
ま
た
は
父
母

が
共
に
死
亡
し
て
い
る
世
帯
の
子
ど
も（
満

２０
歳
に
達
す
る
年
度
末
ま
で
）の
保
護
者

に
対
し
、
遺
児
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

※
こ
の
制
度
は
所
得
の
制
限
は
あ
り
ま
せ

ん
。

◇
支
給
対
象
者
は

親
権
者
、
後
見
人
そ
の
他
の
人
で
あ
っ

て
、
子
ど
も
を
現
に
監
護
し
、
市
内
に
住

所
が
あ
る
人

手
当
の
額
▼

子
ど
も
１
人
に
つ
き
月
額
２,
０
０
０

円（
９
月
と
３
月
に
、６
か
月
分
ず
つ
支
給
）

支
給
期
間
▼

受
給
資
格
を
認
定
さ
れ
た
日
の
属
す
る

月
か
ら
、
受
給
資
格
を
喪
失
し
た
日
の
属

す
る
月
ま
で
ま
た
は
、
満
２０
歳
に
達
す
る

年
度
ま
で

詳
し
く
は
�
こ
ど
も
支
援
課

今年も多くの実りを与えてくれた大地の恵みに感謝しなが
ら、秋の味覚を堪能できる幸せを感じる、そんな山装う季節
となりました。
湿度が下がり遠くの山々がはっきり見えるようになった気

候とは裏腹に、日本の政局はまったく先の見えない混沌とし
た状況が続いています。
そんな中、日本人の気持ちが晴れ渡るような吉報がスウェ

ーデンからもたらされました。京都大学の山中教授のノーベ
ル医学・生理学賞受賞が決定したことです。功績については、
多くの報道がありましたので、皆さんご承知のとおりですが、
iPS 細胞は再生医療の実現のほか、病気の仕組みの解明や新
薬の安全性試験などに使える素材とのことですので、今後の
研究や開発に大いに期待したいと思います。
また、私が特に感銘を受けたのは、山中教授の会見の言葉

です。何度も「感謝」という言葉をおっしゃっていました。
多くの同僚や励ましてくれる友人、国からの支援そして、同
時受賞するガ－ドン博士の研究成果に対しても感謝しておら
れました。その姿にはこの時期に相応しい爽やかを感じ、日
本人として本当に誇らしい気持ちになりました。
さて、１０月は桶川市においても嬉しいことがございました。

本広報でもご紹介させていただきましたが、桶川市は多重債
務者救済のため全庁的に支援体制を構築して問題解決を図る
ためのきめ細かな相談業務を実施してまいりました。このよ
うに、生活再建のためのお手伝いをさせていただいた結果、
払いすぎた利息を還付された方々から納税していただき、納
税率の向上に繋がりました。
このことが、全国的にみて先進的な取り組みであるとの評

価を戴き、１０月２日に全国で唯一の団体として「総務省自治
税務局長特別表彰」を受賞しました。さらに、平成２３年度現
年納税率で市県民税、固定資産税、軽自動車税そして国民健
康保険税が全て埼玉県下３９市で第１位となりました。このこ
とにより、１０月２２日には埼玉県から個人住民税市町村表彰の
納税率部門の表彰も戴くことができました。
このように、各方面からお褒めをいただけたのも、偏に市

民の皆様の崇高な納税意識の賜物と深く感謝を申し上げます。
結びになりますが、空気が乾燥しておりますので、市民の

皆様にはくれぐれも、風邪などひかないようお身体ご自愛い
ただきますように。

桶川市保健 �７８６－１８５５
センター �７８６－００９６

桶川市 �７２８－４１１１
教育委員会 �７２８－７３５３桶川市役所 �７８６－３２１１�７８６－９８６６

桶川市携帯版公式サイト
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

対前年
同月比

－７件

－１人

－１人

夕暮れは 早めのライトが 合言葉

平成２３年
８月末

２４５件

１人

２９５人

平成２４年
８月末

２３８件

０人

２９４人

件 数

死 者 数

負傷者数

☆ 交通事故統計 ☆
―桶川市内の人身事故―

（毎年１月からの累計）

手当の額（１人あたり）

月額／人

５０，４００円

３３，５７０円

障害の状態

１級（重度）

２級（中度）

日本赤十字社埼玉県支部桶川市地区でお預かりした
東日本大震災義援金について

総額 ２，５２５，９２３円のご協力をいただきました。

義援金協力団体（企業・団体名）
ジャパンミュージック歌謡研究会・民謡米屋会・べに花ふるさ
と館・チャリティー絵画展・桶川中学校PTA・他

（９月３０日現在）

※昨年１１月号および本年５月号広報掲載団体は除いています。
義援金の受付は、平成２５年３月３１日まで再度延長されまし

た。ご協力お願いします。 問合せ�社会福祉課
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税
法
上
の
被
扶
養
者
、

正
し
く
申
告
し
て
い
ま
す
か
？

上
尾
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

平
成
２５
年
度

学
校
給
食
物
資
納
入
指
定
業
者
の

新
規
申
請
の
お
知
ら
せ

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
」
を
実
施
し
ま
す

「
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
」

火
災
な
ど
と
間
違
え
な
い
で
く
だ
さ
い

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
ま
す

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。
納
税
者
が
、
配
偶
者
や

子
、
親
な
ど
を
扶
養
し
て
い
る
場
合
、
申

告
に
よ
っ
て
所
得
税
や
住
民
税
（
市
・
県

民
税
）
の
計
算
の
際
に
所
得
控
除
（
配
偶

者
控
除
や
扶
養
控
除
な
ど
）
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

税
法
上
の
被
扶
養
者
（
扶
養
さ
れ
る

人
）
と
は
、
そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
１２

月
３１
日
ま
で
の
所
得
金
額
が
３８
万
円
以
下

で
あ
る
親
族
で
す
。

★
給
与
の
年
末
調
整
、
公
的
年
金
の
扶
養

親
族
等
申
告
ま
た
は
確
定
申
告
の
扶
養
に

関
す
る
記
載
の
注
意
点

�
被
扶
養
者
の
一
年
間
の
所
得
金
額
（
上

記
の
表
参
照
）
が
３８
万
円
以
下
で
あ
る
こ

と
。
被
扶
養
者
の
所
得
金
額
の
上
限
は
、

税
と
健
康
保
険
な
ど
で
は
異
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

�
複
数
の
納
税
者
が
同
じ
人
を
被
扶
養
者

と
し
て
所
得
控
除
を
受
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
配
偶
者
や
子
、
親
な
ど
が
ど
な

た
の
被
扶
養
者
で
あ
る
か
、
よ
く
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

�
同
居
し
て
い
な
い
人
（
住
民
票
で
別
世

帯
と
な
っ
て
い
る
人
）
を
扶
養
し
て
い
る

場
合
は
、
被
扶
養
者
の
『
住
民
票
を
登
録

し
て
い
る
住
所
』
を
必
ず
申
告
書
に
ご
記

入
く
だ
さ
い
。

�
給
与
所
得
や
年
金
所
得
の
人
で
平
成
２４

年
中
に
被
扶
養
者
に
関
す
る
内
容
に
変
更

が
あ
っ
た
場
合
は
、
必
ず
勤
務
先
ま
た
は

年
金
支
払
者
へ
変
更
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

�
平
成
２３
年
分
の
所
得
か
ら
、
１６
歳
未
満

の
扶
養
親
族
に
係
る
扶
養
控
除
は
廃
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
１６
歳
以
上
の
扶
養
親
族
と

は
記
載
欄
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
記
載
漏

れ
の
無
い
よ
う
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
�
税
務
課

【
年
末
調
整
説
明
会
】

上
尾
税
務
署
で
は
、
法
人
お
よ
び
個
人

事
業
主
を
対
象
に
平
成
２４
年
分
年
末
調
整

の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
▼
１１
月
１６
日
�
午
後
１
時
３０
分
〜

３
時
３０
分

と
こ
ろ
▼
桶
川
東
公
民
館
３
階
大
会
議

室【青
色
申
告
決
算
説
明
会
】

上
尾
税
務
署
で
は
、
個
人
青
色
申
告
者

を
対
象
に
平
成
２４
年
分
の
青
色
申
告
決
算

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
▼
１２
月
５
日
	
午
前
９
時
３０
分
〜

１１
時
３０
分

と
こ
ろ
▼
桶
川
市
商
工
会
館

【
平
成
２６
年
１
月
か
ら
、記
帳
・
帳
簿
な
ど
の

保
存
制
度
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す
】

個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
前
々
年
分

あ
る
い
は
前
年
分
の
事
業
所
得
、
不
動
産

所
得
ま
た
は
山
林
所
得
の
合
計
額
が
３００
万

円
を
超
え
る
人
に
必
要
と
さ
れ
て
い
た
記

帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
、
こ
れ
ら
の
所

得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
全
て
の
人

（
所
得
税
の
申
告
の
必
要
が
な
い
人
を
含

み
ま
す
）
に
つ
い
て
、
平
成
２６
年
１
月
か

ら
同
様
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

記
帳
・
帳
簿
な
ど
の
保
存
制
度
や
記
帳

の
内
容
の
詳
細
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

h
ttp
://w

w
w
.n
ta.g
o.jp

問
合
せ
�
上
尾
税
務
署
個
人
課
税
部
門

�
７７０
�
１
８
０
０

※
自
動
音
声
案
内
に
従
い
「
２
」
を
選
択

し
て
く
だ
さ
い
。

市
内
小
中
学
校
へ
学
校
給
食
用
物
資
を

納
入
す
る
業
者
の
指
定
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。
こ
の
申
請
に
基
づ
き
学
校
給
食
運

営
委
員
会
で
検
討
し
、
指
定
業
者
と
し
て

選
定
さ
れ
ま
す
。

提
出
書
類
▼

�
学
校
給
食
物
資
納
入
業
者
指
定
申
請
書

�
食
品
衛
生
監
視
票
ま
た
は
立
ち
入
り
検

査
票
の
写
し

�
平
成
２４
年
４
月
以
降
の
細
菌
検
査
結
果

報
告
書

�
そ
の
他
、
営
業
証
明
書
、
営
業
経
歴
書
、

納
税
証
明
書
、
法
人
の
登
記
簿
謄
本
の
写

し
、
個
人
は
住
民
票
、
財
務
諸
票
の
写
し
、

若
し
く
は
決
算
書
、
物
資
保
管
施
設
の
概

要
と
見
取
図
、
品
目
表
、
事
務
所
の
案
内

図
な
ど

提
出
期
限
▼
１２
月
７
日
�

そ
の
他
▼
食
品
衛
生
監
視
票
ま
た
は
立

ち
入
り
検
査
票
の
写
し
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
分
の
作
成
が
済
ん
で
い
な
い
人
に
つ

い
て
は
、
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
後
日
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
受
け
付
け

ま
す
。
申
請
書
は
学
校
支
援
課
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
�
学
校
支
援
課
（
桶
川
市
学

校
給
食
運
営
委
員
会
事
務
局
）

配
偶
者
か
ら
の
暴
力（
Ｄ
Ｖ
）、
性
犯
罪

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
女
性

に
対
す
る
暴
力

は
、
女
性
の
人

権
を
侵
害
す
る

も
の
で
あ
り
、

決
し
て
許
さ
れ

る
行
為
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
・
県
・
市

町
村
で
は
、毎
年
１１
月
１２
日
か
ら
２５
日（
１１

月
２５
日
は
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
国
際

日
）
ま
で
の
２
週
間
を
「
女
性
に
対
す
る

暴
力
を
な
く
す
運
動
」
と
し
て
女
性
に
対

す
る
暴
力
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

【
運
動
中
の
桶
川
市
の
取
組
み
】

特
設
Ｄ
Ｖ
電
話
相
談
▼
１１
月
１９
日


〜

２１
日
	
（
Ｄ
Ｖ
の
知
識
を
も
っ
た
職
員
が

電
話
を
お
受
け
し
ま
す
。
秘
密
厳
守
で
す

の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
）。

※
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
へ
お
電
話
く

だ
さ
い
。

啓
発
活
動
の
強
化
▼
庁
舎
に
懸
垂
幕
を

掲
示
し
、
市
内
公
共
機
関
な
ど
に
、
Ｄ
Ｖ

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
相
談
カ
ー
ド
を
配
置
し

ま
す
。

詳
し
く
は
�
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

桶
川
市
消
防
団
の
特
別
点
検
実
施
に
と

も
な
い
、
１１
月
２３
日
�
・
�
の
午
前
７
時

に
市
内
全
域
一
斉
に
、
防
災
行
政
無
線
に

よ
り
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

【
サ
イ
レ
ン
信
号
】

１５
秒
吹
鳴
↓
６
秒
休
み
↓
１５
秒
吹
鳴

特
別
点
検
は
、
服
装
規
律
点
検
・
機
械

器
具
点
検
・
放
水
訓
練
な
ど
を
行
う
も
の

で
、
桶
川
小
学
校
校
庭
（
雨
天
時
は
、
体

育
館
）
で
午
前
８
時
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
当
日
は
市
民
の
皆
さ
ん
も
見
学

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
�
安
心
安
全
課

毎
年
暮
れ
に
な
る
と
そ
の
年
の
所
得
税

の
過
不
足
を
調
整
す
る
た
め
の
「
年
末
調

整
」
や
、
翌
年
２
〜
３
月
に
は
「
確
定
申

告
」
を
行
い
ま
す
が
、
国
民
年
金
の
保
険

料
納
付
額
は
「
社
会
保
険
料
控
除
」
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
控
除
を
う
け
る
た
め
に

は
、
保
険
料
を
納
付
し
た
証
明
書
を
年
末

調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
際
に
添
付
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
日
本
年
金
機

構
よ
り
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

１１
月
に
送
付
さ
れ
る
人
▼
１
月
１
日
〜

９
月
３０
日
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
人

２
月
に
送
付
さ
れ
る
人
▼
１０
月
１
日
〜

１２
月
３１
日
の
間
に
そ
の
年
に
初
め
て
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人

問
合
せ
�
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

�
０
５
７
０
�
０７０
�
１１７

大
宮
年
金
事
務
所

�
６５２
�
３
３
９
９

桶川市保健 �７８６－１８５５
センター �７８６－００９６

桶川市 �７２８－４１１１
教育委員会 �７２８－７３５３桶川市役所 �７８６－３２１１�７８６－９８６６

桶川市携帯版公式サイト
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

所得金額が３８万円とは

所得金額
が３８万円
を超えた
方を被扶
養者とす
ることは
できませ
ん。

※配偶者の場合に限り、所得金額７６万円未満の人は、配偶者特別控
除を受けることができます。

所得金額�
（�－�）

３８万円

３８万円

３８万円

�から�を差
し引いた金額

収入から差し
引く金額�

６５万円

７０万円

１２０万円

必要経費

収入金額
�

１０３万円

１０８万円

１５８万円

収入金額

所得区分

給与収入

年金収入
（６５歳未満）

（６５歳以上）

営業・不動産
などの収入

扶養の範囲と控除額

障害者

同居の特
別障害者

５３万円
（７５万円）

※平成２４年１２月３１日現在の年齢が基準になります。 （ ）は所得税の控除額

特別

３０万円
（４０万円）

一般

２６万円
（２７万円）

同居の
老親等

＋７万円
（＋１０万円）

老人

７０歳以上

３８万円
（４８万円）

特定

１９歳～２２歳

４５万円
（６３万円）

一般

１６歳～１８歳
２３歳～６９歳

３３万円
（３８万円）

３３万円
（３８万円）

扶
養

配
偶
者

☆自衛官募集☆

募集種目 受付期間 応募資格
（平成２５年４月１日現在） 試験予定日

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

一般

１１月１日�
～

平成２５年
１月７日�
必着

１５歳以上１７歳未満の男子で
中卒または見込みのもの

★１次試験
平成２５年１月１９日�
★２次試験有

推薦

１１月１日�
～

１２月７日	
必着

１５歳以上１７歳未満の男子で
中卒または見込みのもの
（推薦については中学校長
などの推薦などが別途必要
です。）

平成２５年
１月１２日�～

１４日�・

の指定される１日

問合せ�自衛隊さいたま地域事務所 �６５１－２４２０

女性に対する暴
力根絶のための
シンボルマーク



情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

２０１２．１１ 1144２０１２．１１1155

ペ
ッ
ト
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て

正
し
く
飼
い
ま
し
ょ
う

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動
の
実
施

１１
月
９
日
〜
１５
日

甲
種
防
火
管
理
者
新
規
講
習
の
開
催

枯
れ
草
火
災
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
か
ら
の

お
知
ら
せ

〜
救
急
救
命
士
の
処
置
範
囲

拡
大
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
〜

応
急
手
当
（
普
通
救
命
�
）

講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

近
年
、
犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
を
飼
育

す
る
家
庭
が
増
え
て
お
り
、
そ
れ
に
と
も

な
い
市
民
の
方
か
ら
犬
や
猫
に
つ
い
て
、

数
多
く
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
多
く
は
、
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
の

問
題
で
あ
り
、
注
意
す
れ
ば
解
決
で
き
る

問
題
で
す
。
人
と
犬
・
猫
と
が
同
じ
社
会

で
暮
ら
す
た
め
に
は
、
飼
い
主
の
モ
ラ
ル

と
、
し
つ
け
が
大
切
で
す
。

犬
を
飼
う
場
合

●
犬
の
糞
の
後
始
末
を
！

散
歩
中
の
糞
の
始
末
は
、
飼
い
主
の
責

任
で
す
。
シ
ャ
ベ
ル
や
袋
を
持
っ
て
必
ず

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

●
犬
の
放
し
飼
い
禁
止
！

犬
は
綱
や
鎖
で
つ
な
ぐ
か
、
柵
や
オ
リ

な
ど
の
囲
い
の
中
で
飼
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
健
康
維
持
の
た
め
散
歩

を
毎
日
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
問
題
行
動
で
お
困
り
の
場
合
に
は

無
駄
吠
え
な
ど
問
題
行
動
が
多
く
見
ら

れ
る
場
合
は
、
原
因
を
把
握
し
、
対
処
方

法
を
考
え
、
飼
い
主
の
手
に
負
え
な
い
場

合
は
専
門
家
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

犬
に
関
す
る
相
談
▼
鴻
巣
保
健
所

�
０４８
�
５４１
�
０
２
４
９

猫
を
飼
う
場
合

●
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

飼
い
主
の
目
の
届
か
な
い
と
こ
ろ
で

糞
・
尿
・
鳴
き
声
な
ど
で
近
隣
住
民
に
迷

惑
を
か
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
交
通
事
故

な
ど
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

●
捨
て
な
い
で
！

や
む
を
得
な
い
理
由
で
飼
え
な
く
な
っ

た
り
、
子
猫
が
生
ま
れ
て
飼
え
な
い
と
き

は
、
新
し
い
飼
い
主
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
不
幸
な
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め
に

は
、
避
妊
・
去
勢
手
術
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。猫

に
関
す
る
相
談
▼
県
動
物
指
導
セ
ン

タ
ー
�
０４８
�
８５５
�
０
４
８
４

ペ
ッ
ト
を
飼
い
始
め
る
前
に

飼
い
始
め
る
前
に
次
の
こ
と
も
考
え
ま

し
ょ
う
。

�
毎
日
の
食
事
や
運
動
な
ど
の
世
話
を
す

る
人
は
誰
で
す
か
？

�
近
所
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
飼
う

こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

�
犬
や
猫
の
寿
命
は
１０
年
以
上
で
す
。
終

生
飼
う
こ
と
が
で
き
ま
す
か
？

※
ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ
と
に
は
、
心
が
癒
さ

れ
る
、
散
歩
に
よ
っ
て
運
動
の
き
っ
か
け

に
な
る
、
人
々
と
の
交
流
が
深
ま
る
な
ど

多
く
の
意
義
が
あ
り
ま
す
。
一
人
の
マ
ナ

ー
の
欠
如
が
、
多
く
の
人
た
ち
に
迷
惑
を

か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
適
正
な

飼
育
管
理
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
犬

や
猫
な
ど
を
虐
待
し
た
り
、
捨
て
た
者
は

法
律
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
ま
す
。
愛
情
と
責

任
を
も
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
�
環
境
課

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い

時
季
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
火
災
の
発
生

を
防
止
し
、
生
命
、
財
産
の
損
失
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

住
宅
火
災
の
発
生
防
止
の
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
お
よ
び
、

放
火
火
災
の
防
止
対
策
を
実
践
し
ま
し
ょ

う
。

「
３
つ
の
習
慣
」

�
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

�
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

�
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

「
４
つ
の
対
策
」

�
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

�
寝
具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の

火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
製
品
を
使
用

す
る
。

�
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

�
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く

る
。

「
放
火
火
災
の
防
止
対
策
」

�
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
は
置
か

な
い
。

�
ゴ
ミ
は
指
定
さ
れ
た
日
の
朝
に
出
す
。

�
空
き
家
や
物
置
に
は
施
錠
す
る
。

�
車
や
バ
イ
ク
、
自
転
車
に
シ
ー
ト
を
掛

け
る
と
き
は
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

詳
し
く
は
�
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部

予
防
課
�
０４８
�
５９７
�
２
０
０
４

防
火
管
理
者
に
必
要
な
資
格
を
取
得
す

る
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
▼
１１
月
２９
日
�
・
３０
日
�
午
前
９

時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ
▼
埼
玉
県
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー

３
階
会
議
室
（
鴻
巣
市
袋
３０
）

※
会
場
に
は
受
講
者
用
の
駐
車
場
は
あ
り

ま
せ
ん
。（
北
鴻
巣
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約

１５
分
）

定
員
▼
８０
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
３,
４
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
み
▼
１１
月
５
日
�
〜
１６
日
�
（
平

日
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
１５
分
）
直

接
、
県
央
広
域
消
防
本
部
予
防
課
、
桶
川

消
防
署
ま
た
は
、
県
央
広
域
消
防
本
部
予

防
課
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
む
場
合
は
、
防
火
管

理
講
習
申
込
み
と
記
載
の
う
え
、
住
所
、

氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、
送
信
し
た
後
に
必
ず
電
話
で
受

講
番
号
な
ど
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
�
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
予

防
課
�
０４８
�
５９７
�
２
０
０
４

�
０４８
�
５９７

�
３
７
１
６

毎
年
、
空
気
が
乾
燥
す
る
秋
・
冬
に
枯

れ
草
火
災
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
火
災
の

原
因
は
、
野
焼
き
、
火
遊
び
お
よ
び
放
火

と
い
っ
た
人
の
行
為
が
原
因
で
す
。
空
地

の
枯
れ
草
は
、
放
火
犯
に
と
っ
て
絶
好
の

標
的
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
持
ち
の
空
き

地
の
枯
れ
草
は
早
め
に
刈
り
取
り
、
放
火

さ
れ
な
い
環
境
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
�
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
予

防
課
�
０４８
�
５９７
�
２
０
０
４

厚
生
労
働
省
や
消
防
庁
か
ら
の
助
言
な

ど
を
得
て
、
厚
生
労
働
科
学
研
究
費
補
助

金
「
救
急
救
命
士
の
処
置
範
囲
に
係
る
実

証
研
究
」
の
モ
デ
ル
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
。

１１
月
１
日
か
ら
平
成
２５
年
１
月
３１
日
ま
で

の
間
、
医
療
機
関
、
医
師
会
お
よ
び
消
防

署
な
ど
の
地
域
の
救
急
医
療
の
協
議
会

（
地
域
メ
デ
ィ
カ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
協
議

会
）
の
連
携
の
も
と
、
医
師
の
具
体
的
な

指
示
を
受
け
て
救
急
現
場
や
救
急
車
内
な

ど
で
救
急
救
命
士
が
行
え
る
処
置
の
範
囲

が
広
げ
ら
れ
ま
す
。
な
お
、
傷
病
者
の
方

が
、
今
回
拡
大
さ
れ
る
救
急
救
命
士
に
よ

る
処
置
を
断
っ
た
と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で

通
り
の
救
急
搬
送
な
ど
が
さ
れ
、
不
利
益

を
こ
う
む
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご

理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
拡
大
さ
れ
る
救
急
救
命
士
の
処
置
行
為
】

■
低
血
糖
性
の
意
識
障
害
の
可
能
性
が

あ
る
患
者
さ
ん
に
対
し
て
血
糖
測
定

を
行
い
、
低
血
糖
が
確
認
さ
れ
た
場

合
に
は
ブ
ド
ウ
糖
溶
液
を
投
与
し
ま

す
。

■
血
圧
が
低
下
し
て
お
り
、
心
臓
が
停

止
す
る
危
険
性
が
あ
る
シ
ョ
ッ
ク
状

態
の
患
者
さ
ん
に
点
滴
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部

救
急
課
�
０４８
�
５９７
�
２
１
１
９

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を

用
い
た
心
肺
蘇
生
法
な
ど

と
き
▼
１２
月
９
日
�
午
前
９
時
〜
正
午

（
午
前
８
時
３０
分
か
ら
受
付
）

と
こ
ろ
▼
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部
三

階
災
害
対
策
室

定
員
▼
３０
人
【
先
着
順
】

対
象
▼
桶
川
市
・
鴻
巣
市
・
北
本
市
に

在
住
ま
た
は
在
勤
で
中
学
生
以
上
の
人

費
用
▼
無
料

申
込
み
・
問
合
せ
▼
１１
月
２２
日
�木
午
前

９
時
か
ら
２８
日
�水
午
後
５
時
ま
で
に
鴻
巣

天
神
分
署
救
急
担
当
（
�
０４８
�
５４１
�
３
３

４
９
）
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

桶川市保健 �７８６－１８５５
センター �７８６－００９６

桶川市 �７２８－４１１１
教育委員会 �７２８－７３５３桶川市役所 �７８６－３２１１�７８６－９８６６

桶川市携帯版公式サイト
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

新新たたにに市市指指定定文文化化財財がが
指指定定さされれままししたた

１０月１日に、新たに２件の文化財が市指定文化財にな
りました。

せんぷく じ どうせいつりとうろう

「泉福寺の銅製釣灯籠」
（有形文化財（工芸品）・川田谷２０１２泉福寺所蔵）
泉福寺に伝来する六角の釣灯籠で、正保３年（１６４６）

７月７日に泉福寺阿弥陀堂の灯籠として廣海（こうか
い）というお坊様により寄進されたものであることが刻
まれています。
素朴ですが端正な造りで、中世の質実な気風をとどめ

ています。鍋や釜などの日常雑器を造るような実用的で
飾り気のない鋳造技術から、地元の鋳物師の手で造られ
たものと考えられます。

『泉福寺の銅製釣灯籠』

※一般公開はされていませんので、詳細は生涯学習スポ
ーツ課までお問い合せください。

や べ け じゅうたく

「矢部家住宅」（有形文化財（建造物）・寿２丁目）
中山道に面した土蔵造りの「店蔵」とその奥へ続く「住

居部」と「文庫蔵」で構成されます。店蔵は矢部家第６
代当主矢部五三郎氏によって明治３８年に建てられました。
棟札には、川越の「亀屋」建築に係わりの深い大工や左
官の他、地元の大工、鳶、石工らが名を連ねています。
桶川の歴史を物語る桶川宿の「顔」ともいうべき立派

な建物です。

『矢部家住宅』

※外観見学は自由ですが、内部などの一般公開はされて
おりませんので見学の際は十分ご配慮ください。

問合せ�生涯学習スポーツ課
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老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
臨
時
休
館
の

お
知
ら
せ

自
動
車
の
運
転
は

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
で
！

検
察
審
査
員
に
選
ば
れ
た
ら

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
の
実
施
に
つ
い
て

【
事
例
】
過
去
に
亡
父
が
契
約
し
た
配

置
薬
に
つ
い
て
、
業
務
を
引
き
継
い
だ

と
い
う
会
社
の
社
員
が
訪
ね
て
き
た
。

８
年
間
も
訪
問
が
な
く
、
中
身
は
空
で

薬
箱
の
み
保
管
し
て
あ
っ
た
。
状
況
を

話
す
と
、
薬
箱
に
入
っ
て
い
た
は
ず
の

薬
全
部
の
代
金
と
し
て
１５
万
円
を
請
求

さ
れ
た
が
、
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
？

（
５０
代
男
性
）

配
置
薬
と
は
、
事
業
者
が
家
庭
に
薬
を

預
け
、
定
期
的
に
訪
問
し
て
使
用
し
た
分

の
薬
代
を
集
金
し
、
薬
を
補
充
す
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。

事
業
者
と
消
費
者
の
信
頼
関
係
の
上
に

成
り
立
つ
こ
の
商
法
は
長
い
歴
史
が
あ
り
、

今
で
も
便
利
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
代
金
の
請
求
に

関
し
て
【
事
例
】
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
も

発
生
し
て
い
ま
す
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

�
契
約
し
て
い
た
事
業
者
と
違
う
事
業
者

に
請
求
さ
れ
て
も
、
前
の
契
約
業
者
か
ら

消
費
者
あ
て
に
債
権
譲
渡
通
知
書
が
届
い

て
い
な
け
れ
ば
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
委
任
を
受
け
た
」
と
言
わ
れ
て
も
、

書
面
の
通
知
が
な
け
れ
ば
効
力
は
生
じ
ま

せ
ん
。

�
仮
に
債
権
譲
渡
通
知
書
が
あ
っ
て
請
求

を
受
け
た
場
合
で
も
、
使
用
し
た
薬
代
金

の
請
求
権
は
２
年
と
い
う
短
期
の
時
効
で

消
滅
す
る
の
が
一
般
的
で
す
が
、「
一
部

だ
け
で
も
い
い
か
ら
払
っ
て
欲
し
い
」
な

ど
と
言
わ
れ
て
思
わ
ず
払
っ
て
し
ま
う
と
、

債
務
を
承
認
し
た
こ
と
に
な
り
、
時
効
を

主
張
で
き
な
く
な
る
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

�
配
置
薬
を
預
か
る
と
保
管
義
務
が
生
じ
、

事
業
者
が
薬
箱
を
回
収
し
な
い
ま
ま
訪
問

が
途
絶
え
た
場
合
、
使
用
期
限
が
過
ぎ
た

薬
や
薬
箱
を
持
て
余
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
も
使
わ
な
い

の
で
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
解
約
を
申
し
出
て

引
き
取
っ
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

�
配
置
薬
に
つ
い
て
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り

の
時
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

お
肉
や
野
菜
の
ア
ク
、
気
に
な
り
ま

せ
ん
か
。
今
回
は
野
菜
の
ア
ク
に
つ
い

て
調
べ
て
み
ま
し
た
。
灰
汁
と
書
い
て

ア
ク
と
読
み
ま
す
。
一
般
的
に
は
、
食

品
中
に
含
ま
れ
る
渋
み
、
え
ぐ
み
、
苦

み
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
野
菜
は
、
ア

ク
の
も
と
と
な
る
灰
分
の
多
い
食
品
で
、

新
鮮
な
も
の
の
中
に
は
、
灰
分
は
、
０.４

〜
２
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
灰
分
が
１.５
パ
ー
セ
ン
ト
く
ら
い
あ

る
と
ア
ク
が
強
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

「
渋
み
」

舌
の
粘
膜
な
ど
の
血
管
を
収
縮
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
る
味
覚
の
一
つ

で
す
。
主
と
し
て
タ
ン
ニ
ン
類
で
茶
、

ク
リ
、
ウ
ド
な
ど
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

渋
み
は
、
あ
る
場
合
に
は
、
味
を
ひ
き

し
め
る
要
素
も
あ
り
ま
す
。

「
え
ぐ
み
」

口
が
は
れ
る
か
と
思
う
ほ
ど
刺
す
よ

う
な
も
の
と
、
長
く
舌
の
奥
に
残
る
不

快
な
味
と
が
あ
り
ま
す
が
一
様
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
え
ぐ
み
を
感
じ
る
も
の
に

サ
ト
イ
モ
、
タ
ケ
ノ
コ
、
ワ
ラ
ビ
、
ナ

ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
え
ぐ
み
の
成
分

は
、
ホ
モ
ゲ
ン
チ
ジ
ン
酸
と
い
う
物
質

で
す
。
タ
ケ
ノ
コ
は
、
時
間
が
た
ち
す

ぎ
る
と
え
ぐ
み
を
増
し
て
き
ま
す
。
皮

の
ま
ま
米
糠
を
入
れ
て
ゆ
で
、
や
わ
ら

か
く
な
っ
た
ら
火
を
消
し
、
し
ば
ら
く

そ
の
ま
ま
に
し
て
皮
を
と
り
、
水
に
さ

ら
す
と
え
ぐ
み
は
除
か
れ
ま
す
。

「
苦
み
」

成
分
は
、
ク
ク
ル
ビ
タ
シ
ン
と
い
う

物
質
で
水
に
溶
け
な
い
の
で
煮
て
も
苦

み
は
と
れ
ま
せ
ん
。
食
味
も
悪
く
す
る

も
の
で
す
が
フ
キ
の
苦
み
な
ど
あ
る
程

度
、
好
ま
し
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ア
ク
抜
き
に
よ
っ
て
風
味
を
損
な
う
こ

と
の
な
い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

【
ア
ク
抜
き
】

一
般
的
に
は
、
水
に
さ
ら
す
か
、
ゆ

で
こ
ぼ
し
て
ア
ク
抜
き
を
し
ま
す
が
、

長
く
水
に
浸
し
た
り
す
る
と
他
の
栄
養

分
を
失
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ア
ク
の

少
な
い
も
の
は
、
あ
ま
り
加
熱
、
水
浸

し
を
強
く
し
な
い
ほ
う
が
良
い
と
も
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
料
理
を
す
る
と
き
は
、

食
品
の
特
性
を
生
か
し
て
、
ア
ク
を
上

手
に
と
り
除
き
ま
し
ょ
う
。

【
桶
川
市
く
ら
し
の
会
】

参
考
文
献
�
「
や
さ
い
風
土
記
」

著
者

平
野
正
章

１１
月
１８
日
�
は
、
ふ
れ
あ
い
囲
碁
大
会

の
た
め
、
休
館
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
�
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

�
７２８
�
１
１
２
２

地
球
温
暖
化
防
止
と
大
気
環
境
改
善
の

た
め
、
環
境
に
や
さ
し
い
自
動
車
の
運
転

方
法
で
あ
る
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
普
及
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
二
酸

化
炭
素
の
削
減
、
燃
料
費
節
約
、
安
全
運

転
に
大
変
効
果
的
で
す
。
ぜ
ひ
エ
コ
ド
ラ

イ
ブ
を
い
つ
も
の
習
慣
に
し
て
く
だ
さ

い
！

【
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
の
方
法
】

�
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル

�
加
減
速
の
少
な
い
運
転

�
早
め
の
ア
ク
セ
ル
オ
フ

�
エ
ア
コ
ン
の
使
用
を
控
え
め
に

	
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ



暖
気
運
転
は
適
切
に

�
道
路
交
通
情
報
の
活
用

�
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ

ク

不
要
な
荷
物
は
積
ま
ず
に
走
行

�
駐
車
場
所
に
注
意

問
合
せ
�
環
境
課

交
通
事
故
、
詐
欺
、
脅
迫
な
ど
の
犯
罪

の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や
検
察
庁
に
訴
え

た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を
起
訴
し
て

く
れ
な
い
な
ど
、
不
満
を
お
持
ち
の
方
の

た
め
に
検
察
審
査
会
が
あ
り
ま
す
。

審
査
員
は
選
挙
権
を
持
っ
て
い
る
方
の

中
か
ら
「
く
じ
」
で
選
ば
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
選
ば
れ
た
場
合
は
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
相
談
も
無
料
で
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
※
秘
密
は
守
り
ま
す
。

問
合
せ
�
さ
い
た
ま
第
一
検
察
審
査
会

事
務
局
（
さ
い
た
ま
地
方
裁
判
所
内
）

�
８６３
�
８
７
１
４

と
き
▼
１１
月
１２
日
�
〜
１８
日
�
午
前
８

時
３０
分
〜
午
後
７
時
（
土
・
日
は
午
前
１０

時
〜
午
後
５
時
）

電
話
▼
０
５
７
０
�
０７０
�
８１０

相
談
員
▼
法
務
局
職
員
、
埼
玉
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
男
女
共
同
参
画
社
会
推

進
委
員
が
対
応
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

問
合
せ
�
さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課
�
８５９
�
３
５
０
７

無料法律相談 一人で悩まず専門家にご相談を…

つ き の み や 法 律 事 務 所
相続・遺言 不動産トラブル 借金 離婚
債権回収 交通事故 投資被害 成年後見

さいたま市浦和区高砂２‐１‐１６大熊ビル３階（浦和駅西口徒歩５分）

� 0 4 8 - 8 1 5 - 4 9 0 0
（電話受付時間：平日９：００～１２：００、１３：００～１７：００）

※土曜・夜間相談は予約の際ご確認ください。

～桶川市消費生活アドバイザー所属事務所です～

桶川市保健 �７８６－１８５５
センター �７８６－００９６

桶川市 �７２８－４１１１
教育委員会 �７２８－７３５３桶川市役所 �７８６－３２１１�７８６－９８６６

桶川市携帯版公式サイト
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

〜
知
ら
な
い
業
者
か
ら
昔
の

「
配
置
薬
」の
代
金
を

請
求
さ
れ
た
�
〜

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

相
談
日
時
▼
毎
週
月
・
火
・
木
・
金

曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
午
前
１０
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時
３０
分

�
７８６
�
３
２
１
１

※
相
談
の
際
に
は
、
契
約
書
や
経
緯

を
ま
と
め
た
資
料
を
必
ず
お
待
ち

く
だ
さ
い
。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

『
野
菜
の
ア
ク
』

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
生生活活保保護護１１１１００番番
ののおお知知ららせせ

司法書士による生活保護に関する
無料の電話相談
とき�１２月２日�正午～午後４時
相談電話�０１２０－０５２－０８８

（当日のみ）
主催�埼玉青年司法書士協議会
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581,450

労
働
ト
ラ
ブ
ル
１１０
番
の
開
催

司
法
書
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

成
年
後
見
制
度
の
無
料
相
談
会

と
き
▼
�
１１
月
２
日
�
、
９
日
�
、
１６

日
�
午
後
６
時
〜
８
時
�
１１
月
２３
日
�
・

�
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

相
談
方
法
▼
�
８７２
�
８
０
５
５
（
当
日

の
み
通
話
可
）

詳
し
く
は
�
埼
玉
司
法
書
士
会

�
８６３
�
７
８
６
１

相
続
、
登
記
な
ど
手
続
き
の
相
談

と
き
▼
１１
月
２５
日
�
午
前
１０
時
〜
午
後

２
時と

こ
ろ
▼
上
尾
市
文
化
セ
ン
タ
ー

申
込
み
▼
不
要
（
当
日
直
接
）

問
合
せ
�
埼
玉
司
法
書
士
会

�
８６３
�
７
８
６
１

と
き
▼
１１
月
１８
日
�
午
前
９
時
３０
分
〜

１１
時
３０
分

と
こ
ろ
▼
上
尾
市
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
（
上
尾
駅
東
口
プ
ラ
ザ
館
３
階
）

申
込
み
▼
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

問
合
せ
�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
埼
玉
老
後
安
心

セ
ン
タ
ー
�
７８２
�
６
５
１
４

�
７８２
�
６
６
１
２

空手道会員募集
※幼児教育には空手が一番�

☆桶川養心館道場（自宅１階が道場） ０４８‐７８６‐８８８４
http : //youshinkan-okegawa.com 桶川市下日出谷９６７‐１８

火 ・ 水 ・ 木
幼児クラス ５時から６時
小中学生クラス ６時から７時
高校・一般クラス ７時３０から

練習日

桶川市携帯版公式サイト
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobile

桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp

１１月 の無料相談 ●桶川市役所／�７８６－３２１１�７８６－９８６６
●教育委員会／�７２８－４１１１�７２８－７３５３ ●社会福祉協議会／�７２８－２２２１�７２８－２３１３

相 談 相談員 相 談 内 容 と き と こ ろ 問 合 せ

法律相談（予約制） 弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚・相続などの法
律全般についての相談

２日�・６日�・１４日�・２２日�・
２６日�・１２月７日�・１１日�・
１９日�・２７日�１４：００～１７：００

市役所相談室

秘書広報課

司法書士法律相談（予約制） 司法書士 相続、遺言、名義変更、会社設立登記、成
年後見、少額民事訴訟（債務整理）等の相談

８日� ＊次回は１２月１３日�
１３：００～１６：００ 市役所相談室

事業とくらしの相談 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容証
明、会社設立などの手続きの相談

１日� ＊次回は１２月３日�
１３：００～１６：００ 市役所相談室

税 務 相 談 税 理 士 相続税や贈与税、その他税金についての相
談 ２８日� １３：００～１６：００ 市役所相談室

住 宅 相 談 建設団体
の相談員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震な
どの相談 １７日	 ９：００～１２：００ 市役所第３会議室

電話でも可 �７８６－３２１１

行 政 相 談 行政相談
委 員

国や県、公団・公社等への要望や苦情につ
いての相談

２日� ＊次回は１２月７日�
１０：００～１２：００ 市役所相談室

多 重 債 務 相 談 市 役 所
職 員

消費者金融等からの借金返済などに困って
いる方の相談 随時 市役所相談室

直通�７８６－３４５０

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困っている
ことについての相談 随時 市役所相談室 安心安全課

女性相談（予約制） 県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談 ５日�、１９日�

１０：００～１６：００
アソシエ
（さくらフレンド内） 人権・男女共同

参画課
人 権 相 談 人権擁護

委 員
悩みごと・相続・離婚問題・子どものいじ
めなどの日常生活でお困りのことの相談 １３日� ９：００～１２：００ 地域福祉活動センター

内 職 相 談 市 役 所
職 員 内職に関する相談・案内 毎週水曜日・金曜日（祝日を除く）

１０：００～１５：００
勤労福祉会館
直通�７７３－１１２１（水・金曜日） 産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相 談 員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全般
についての相談

毎週月・火・木・金（祝日を除く）
１０：００～１５：３０
（１２：００～１３：００を除く）

市役所南庁舎２階
電話でも可 �７８６－３２１１ 自治文化課

こどもと家庭なんでも相談 専 門
相 談 員

子どもたち自身や親からの、家庭・幼稚園・
学校などでの悩みや子育ての相談

毎週火曜日・木曜日（祝日を除く）
１０：００～１６：００

駅前子育て支援センター
電話でも可 直通�７７７－７７０８ こども支援課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程調

整して決定
児童発達支援センター分室
�７８７－５５６２

児童発達支援セ
ンター分室

教 育 相 談 専 門
相 談 員

子どもの教育やしつけについての悩みごと
の相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
９：００～１７：００

桶川市教育相談所
直通�７８６－３２３７

教育委員会学校
支援課

心 配 ご と 相 談 民生委員 さまざまな心配ごとの相談 毎週土曜日（祝日を除く）
１３：００～１５：００

地域福祉活動センター
直通�７２８－２３６９

社会福祉協議会
結 婚 相 談 民生委員 結婚を望む方の相談 毎週土曜日（祝日を除く）

１３：００～１５：００ 地域福祉活動センター

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥


